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論 文 内 容 の 要 旨 






方固定術のみを、1987 年から 1994 年までは椎弓形成術のみを施行した。そこで我々はこの２群の患者を長期的に追
跡し、その長期成績と問題点を調査した。 
 〔  方法ならびに成績  〕 
 当該期間内に頚髄症を呈する椎間板ヘルニアに対して前方固定術を 21 例に、椎弓形成術を 22 例に施行した。この









域）を調査した。術後追跡期間は前方固定術群平均 15.1 年、椎弓形成術群 10.0 年であった。 
 術前の JOA スコアは前方固定術群平均 8.9 点、椎弓形成術群 10.5 点であった。術後の JOA スコア（改善率）は最
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大改善時で前方固定術群平均 15.8 点（84.5％）、椎弓形成術群 15.6 点（78.8％）、最終観察時で前方固定術群平均









た。最終観察時の頚椎可動域は術前に比し前方固定術群で平均 65％、椎弓形成術群で 64％まで減少していた。 
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